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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。
新たな旅立ちをした去たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。
ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。
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［新春おめでとうございます］
★みなさま、お元気で新年をお迎えになったでしょうか。今年、私は年女。
そう猪突猛進でここまで来ましたが、ちょっとゆっくり歩こうと、この頃は思
っています。フフ、何回目かの年女かはご想像にお任せします。なんて、言
わなくてもわかつちゃってますね。
★さて、新年早々、こんな話はしたくないのですが、今、生活保護世帯が
100万を超えています。バブル崩壊後の長いデフレ不況の中で、会社の倒
産、リストラ等で職を失った人たちが高齢や病気になって生活保護を受け
ざるをえなくなったのです。健康で必死に働いている人も、短期契約と低
収入の非正規の職が多く、不安な生活を余儀なくされています。
★私は1979年から母子家庭等の支援をボランティアで続け、国会議員と
しても就労支援策を作るなどしてきましたが、政府は今年から生活保護の
母子家庭加算をなくすことを決定しました。一人当たり月額約2万円が政
府にとってどれだけの意味があるのかと怒りを感じます。母子家庭にとっ
ては子どもの教育に必要な大きな額なのです。
★忘れてならないのは、生活保護世帯に占める母子家庭の割合は約9％に
過ぎず、決して高くないことです。母子家庭100万世帯のほとんど（83％）
は自分で働いて子どもを育てているのであり、その8割は生活保護世帯よ
り低い収入でも、生活保護を受け取らずに暮らしているのです。このよう
なワーキングプアの典型である母子家庭を見捨てるような形で、「経済の
活性化のために」というお題目を唱えて、法人と金持ち優遇に走る政府を
許すわけにはいきません。1兆円もの減税のほとんどは大企業向けです。
★私は、昨年3月3日の参議院厚生労働委員会で、厚生労働大臣や財務省
に対し、負の所得税（課税最低限以下の低所得者を勇気付ける税制。所得
控除制度を税額控除制度に改め、控除しきれない控除額についてはその
額を給付する制度）を取り入れるべきと主張しましたが、今回、民主党がそ
れを基本政策にしてくれました。まじめに生きる個人と小さな企業をしっ
かりと応援していきます。　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
　　　　　　eA
　　　　　　v
底径
　　de　dK
d・}d！li？
　　　　　　　．多！）
?????
??????㌍?
　’噛　　警．．? ?
べ、
????
??
●Hand　in　Hand第232号　　【発行日】2007年1月1日
【発行人】ハンド・イン・ハンドの会（代表円より子）：㈱現代家族間題研究所内
【編集人】向井通江長島千春藤岡郁子　　【印刷】㈱ニシカワインフォメーションサービス
【連絡先】〒102－0082千代田区一番町4－42－6F　TEL：03－3261－1835　FAX：03・3261・1836
http：〃www．madoka－yoriko．jp／http：〃www．gendai・kazoku．jp／nojiri＠kazoku－mondai．co．jp
画と書：浅野照子
2007年1月1日　隔月1日発行　第232号　ハンド・イン・ハンド
経済的不安は、
　贈ギニ
ム　ドぐ、
A
円より子
　　　　◎母f世帝の生沽の変化平曲結果輯告◎
　　　　　　正規雇用に結びつく就労支援で解消を1
アンケ・一・　NL”eご脇町ありがとらこぎいました　…　．
　ハンド会報230号（06年9月1日発行）でお願いした「母子世帯の生活の変化調査」
にご協力いただき、ありがとうございました。
　この調査は、私の知人である藤原千沙さん（岩手大学助教授）が、阿部彩さん（国立
社会保障・人ロ問題研究所）や田宮遊子さん（神戸大学講師）と、厚生労働科学研究費
補助金を受け、「日本の社会保障制度における社会的包摂（ソーシャル・インクルージ
ョン）効果の研究」の一環として、母子世帯の生活が母子世帯になってから時間が経過
するにつれてどのように変化するのかを調査することを目的に行ったものです
　現在の生活を「苦しい」と感じている方が68％。母子世帯になった当初に比べ、食
費や教育費、医療費、住宅費などの支出がどんどん増えていっているのに対して、勤労
収入は伸び悩んでいる苦しい母子世帯の実態が浮き彫りにされました。
　この貴重なデータや、みなさんの生の声を政策提言の場で生かして、母子家庭を見
捨てるかのような現政権による制度改革へ、断固としてNOを突きつけていきますね。
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　ハンドのみなさんからの回答117通の他、NPO法人
WinkやNPO法人しんぐるまざあす・ふお一らむ等、全8
団体から486通の回答がありました。
　内訳は、18歳以下の子どものいる母子世帯が415件、
19歳以上の子どものいる寡婦世帯が58件、再婚者11
件、不明2件。再婚者を除く475件を集計、分析された
速報が届きましたので、ご報告します。
●回答者は意識が高く、全国平均より高学歴
　回答者の年齢は、40代が44．6％とトップで、30代が
36．2％、50代が12．4％と続き、平均年齢は41．6歳（母
子世帯39．8歳、寡婦54．1歳）です。
　子どもの人数は平均1．7人目母子1．7人、寡婦1．9人）で、
末子年齢は平均11．2歳（母子9．3歳、寡婦24．4歳）でし
た。
　両親等と同居している母子世帯は27％で、独立電子
世帯が73％。
　母子世帯になった理由は、2003年全国母子世帯等実
態調査（厚生労働省）と比べると、離別80％、別居8％、
非婚8％と生別が圧倒的に多く、死別は全国の12％に
比べ2％でした。
　学歴は中卒が2％、高卒31％、短大・高専21％、大
学・大学院が28％であり、2001年母子世帯の母への就
業支援に関する調査（日本労働研究機構）でのそれぞれ
13％、49％、16％、7％と比べ、学歴が高く、そのため、
勤労収入も2003年全国母子世帯等実態調査の162万
円に比べ、227万円と高くなっています。
　しかし、就業形態は、2003年全国母子世帯等実態調
査が常用雇用者392％、臨時・パート49．0％、派遣社員
4．4％であったのと比べても、正規雇用37％、週35時間
以上のパート・派遣・臨時27％、短時閤労働26％と、不
安定雇用には変わりありません。
●経済状況　　勤労収入は1年目から3年目
　までは急増するがそれ以降は伸び悩む
　母子世帯の母親の勤労収入は、勤続年数や学歴、末
子年齢などに大きく影響されています。母子世帯となっ
てからの期間の純粋な影響だけをみると、期問が長い
ほど勤労収入も高くなりますが、「30歳、末子年齢が3歳
の時に母子世帯となった高卒の母」をモデルケースとし
た推計によると、母子世帯となった1年目から継続して
勤務している場合と、契約社員などで1年ごとに断続し
て勤務している場合では大きな差が見られます。断続
雇用の場合、所得は3年目までは上昇するものの、その
後の上昇はわずかです。そして母親の年齢が高い場合
は、上昇の度合いがさらに少なくなります。
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《モデルケース：母子世帯になった年齢30歳、末子年齢3歳、高卒》
（万円）
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　また、同じ人の勤労所得を追うと、母子世帯になった
1年目から5年目に所得が上がった人は76％、下がった
人は13％（変化なしが11％）。5年目から10年目では勤
労所得が上がった人は51％、下がった人は31％（変化
なしが18％）でした。
　しかし、継続雇用でも、高卒だと10年目でも「夫婦と
子ども世帯」の1／4の年収に過ぎません。断続雇用、継
続雇用に関わらず、母子世帯になってから3年目以降は
勤労所得は伸び悩むことが判明しました。
　養育費については、当事者団体に入っている人は意
識が高いのか、調停等できちんと取り決めている人が多
く、受け取ったことがある（55％）も全国の統計（33．1％）
より高くなっています。でもそのうちの12％で養育費の
支払いが滞っていて、定期的に受けている世帯の約18％
は養育費の額が減っています。
●母子・寡婦世帯の生活の変化
　現在の暮らしについては、平成16年国民生活基礎調
査の「全世帯」の「苦しい」23％、「やや苦しい」33％に
比べると、本調査の母子世帯はそれぞれ33％、35％と
高く、「普通」は前調査の「全世帯」39％に対して25％と
低い数字です。
　また母子世帯になったころに比べて現在の暮らしは、
回答者の41％が「苦しくなった」、35％が「よくなった」、
24％が「変わらない」と感じています。
《母子世帯になったころに比べて、現在の■らしは？》
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　児童扶養手当は母子世帯の74％が現在も受け取っ
ています。受け取っていない世帯（26％）のうち11％は過
去に受け取っていましたが、今は受け取っていません。
一度も受け取ったことがないのは15％でした。
　生活保護については、回答者の6％が現在も受給中
で、3％が過去に受給経験がありました。
　「苦しくなった」「やや苦しくなった」の理由（複数回
答可）は、「子どもが大きくなってお金がかかるようにな
った」（72％）が圧倒的に多く、支出面での増加に並行し
て、「勤労収入が下がった」（42％）、「貯金や保険金等の
蓄えがなくなった」（35％）、「児童扶養手当をもらえなく
なった、あるいは金額が下がった」（30％）、「養育費がと
ぎれた、あるいは下がった」（18％）の収入面での減少が
あげられています。また、「勤労収入が下がった」に加え、
「仕事が大変になった」（22％）を挙げる人も多く、労働条
件の厳しさが母子世帯の生活を苦しくしています。
　支出面の増加については、食費は58％が増加し、母
子世帯になって5年以上経った世帯では増加が60％を
越えています。
　住宅費は28％増加しており、引っ越したくても子ども
の学校を変えたくない、経済的に引っ越せない実情が
伺えます。
　教育費は74％が増えたと回答、特に母子世帯歴が5
～10年未満の人は82％と、子どもの成長に伴い支出増
加要因になっています。
　医療費は36％が増加、特に
母子世帯となってから期問の
長い人に増加が多くなってい
て、本人の加齢により健康を
損なう人が多くいました。
．???．????罐?
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●正規雇用に結びつく
　実効性のある就労支援が緊要
　今回の調査では全国統計より学歴や勤労収入が高い
結果が出ましたが、高卒では正規社員でも年収245．8
万円と児童扶養手当の所得制限以下です。大卒でも非
正規では、週35時閤以上で201．4万円、週35時間以下
では140．8万円とやはり低く、生活保護水準以下の生活
に置かれています。
　厚生労働省は就労支援の施策を行ってはいますが、
教育訓練であったり、ハローワークに母子家庭専用の
相談員をおいた就職相談であったりと、実際に正規雇
用には結びついていません。来年には児童扶養手当を
削減しようとしていますが、正規雇用に確実につなげ
る実効性のある就労支援策を講じる方が先ではないで
しょうか。
陥◎今後の生活の心配事（自由回答欄より一部抜粋）◎帳面
　お金、仕事、健康、子どもの教育、親の介護、自身の老後……心配の種は尽きません。
し、参考にしていただくことができればいいなと考えていま凱　　（右ページの囲みを参照）　　　　　遜　鞭
●今後、子どもの教育費にどれくらいかかるのかが、とて
も不安です。勤労収入は減少するばかりで、日々の生活は何
とかできていますが、貯蓄ができず、子どもが高校などに入
学したりする時などのまとまったお金がなくて、とても不安な
のです。（35歳）
●児童扶養手当を当てにして、パート収入とで子ども2人と
生活しています。一人で子どもの病院、学校行事等参加して
いると、パートで働くのが精一杯。仕事を増やせ
ば、ひずみは子どもへといくことは容易に想像できます。法
律の見直しは母子家庭に大きく影響を与え、生活を苦しめる
ことになるのは予想されるでしょう。弱者への対応をしっか
りとして頂きたいですね。（35歳）
●上の娘に先天性の病気があることが今年になってわかり、
治療費が今後もずっと続くこと。下の娘も中学に進学し、
塾代なども増えること。現在仕事で行き詰まっており、転
職をするために資格や技能が必要なこと。自身も加齢を重
ね、体調が思わしくないこと。（42歳）
●自己破産しそうな収入と支出です。今後の生活が本
当に心配。勤務先は閉店しそうな業績悪化だし、娘の学校は
育英会は対象にならずますますお金がかかるし、児童扶養手
当も医療費無料も打ち切りだし、等々、ヘルニアはよくな
らないし、仕事の掛け持ちをしようにも年齢とか条件とかで
なかなか見つかりません。（45歳）
●子どもが中学生になり教育費と食費が増えましたが、収入
は伸び悩んでいます。会社も経営状態が不安定ですが、年齢
を考えると転職する勇気がありません。相続で住宅ローンを
抱えていて、子どもが大人になっても払い続けなくてはいけ
ない位あり、子どもが相続しなけれはならないと思い、申し
訳なく思っています。昨年残業が増え、児童扶養手当
の所得制限にひっかかり、今年度はほんの1～2万円の
オーバーで、支給ゼロ。今後児童扶養手当は期待できないの
でしょうか。（43歳）
●子どもたちが大きくなっていくに伴って諸支出が増え、自
分は正職員を見つけましたが、体がしんどく、毎日の仕事、家
事、育児で精一杯。義務教育が終わり、どのような支援が受
けられるか（あるのか）、パソコンなどもなく調べ方もわ
からずおまけに児童扶養手当の減額なんてあり得ません。
親も年老いてし、き、なんて親不孝なんだろうと思ったり、円
形脱毛症も進行していて、子どもたち3人は思春期に入
り、なかなか前向きに考えられません。（42歳）
●今の会社はいつまであるかわかりません。子どもにもます
ますこれからお金がかかります。同居の親のこれからも不安。
子どもが自分の将来をきちんと考えないところもあります。
会社の都合ですぐにリストラされますが年齢的に次があ
るかどうかわからず、死にたいと思うことも多くて落ち込ん
でいます。私には将来なんてなくて、その日暮らししかなく、
楽しいことが一つもない。どうしたらいいかわか
りません。（45歳）
●昨年母が狭心症で倒れたため、仕事を休み病院へ通い、全
部の家事をしなければならなくなりました。パートなので収
入がなくなり、その問は貯金を下ろして子どもの教育費等を
まかなっていました。その時、私の弟が、弟の家族には負担を
かけたくない、私にかける負担は当たり前だと思っているこ
とも知りました。今後も両親のどちらかが入院した時、私は
働けなくなり、収入がなくなると思うととても不安です。父の
年金が下がり、介護保険料、住民税、所得税、国民健康保険料
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が大幅に上がってしまい、両親の生活が苦しくなってきて、両
親は私と子どもに出て行ってほしいようです。私の収入だけ
では子どもは養っていけず、どうずればいいのでしょうか。そ
の他にもいろいろなことが重なり、心臓発作を何度も起こし
ています。それで仕事を辞め検査を受けているところですが、
検査後、すぐ働き始めるつもりでいます。こんな状態で、児童
扶養手当を減らされてはどうやって生活していけばいいので
しょう。母子で親と同居している世帯も苦し
い状況になっているところは、私以外にもたくさん
あると思います。こういう現実も国会議員の方たちに知って
欲しいと思います。（46歳）
●年金をかけるお金がなく、未納になっているので、老後が不
安。国民年金を分納でやっと払っている状況
です。生命保険もかけていないから、精神不安定状態です。
（52歳）
●今の仕事がなくなったらどう生活していくのか。年金の額
も少なく、今の政治を見ていたら長生きはで
きません。息子（障害を持ってし、る）も生活していeナるの
かと悲しくなります。児童扶養手当の減額などとんでもない
ことです。（53歳）
●年々収入が減ってきており、老後の貯蓄が続けられなくな
る日が近くなっていることが心配。大学生の娘が社会人にな
るまでまだ、少なくとも1年半あります。病気で入院などの状
態になった時のことを思うと不安です。アルツハイマ
ーの母の世話をしなければなくなるかもしれない不安
と、その場合は仕事を続けられないかもしれないので、生活
費の不安など、様々な心配があります。（53歳）
●息子は長く引きこもり、ずっと恐怖の中にいます。
やっと仕事に就きましたが、息子に振り回され、安眠できず、
体調を崩し仕事を辞めました。体調が悪く働くどころではな
いんです。夫からの生活費8万と預金を下ろし生活していま
す。息子は入院しましたが、医療費が大変。家を早く売ろう
と思っています。今後の息子の生活と自分の経済や健康に不
安を感じています。（61歳）
●仕事がハード過ぎる上に給料が安く、欝状態、不眠になっ
てしまったため、正職員から契約社員に転職しました。自分
自身の体のこと、子どもの進学のお金を準備できるのか、生
活に追われている中でまっとうに育て上げられるのか、自分
の老後、親の介護など、心配事は山ほどあります。
「私はこうしました」といった情報を複数
例教えていただきたい。（43歳）　　　　r
・・… ｱの“声”を受けて、
『心配や不安との寄り添い方』または『乗り越
えた』体験談をぜひお寄せください。
　電話などで20～30分、インタビューさせていた
だける方、事務局へご連絡ください。
　メールやFAXもお待ちしております。
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［家族構成］
私57歳（求職中）
同居の息子が昨年、結婚して独立
《家計簿内訳・2006年11月分》
いろいろあれど、円満離婚。
行動奄起こせば、出会いがあると信じて。
受取地代
失業保険
預金引出し
★収入★
37，000円
51，000円
32，000re
合計　　　 120，000P［］
※財産分与された土地から年間入る収入から
　固定資産税を引き、12ヶ月で分割。
※5月に退職。給付された失業保険料金90日分
　を6～12月で分割して収入に計上。
★支出★
国民年金等
国民健康保険
食費
マンション管理費等
水道・光熱費
通信費
医療費
交際娯楽費
雑費
14，000円
9，000円
30，000円
30，000円
10，000円
5，000円
8ρ00円
8，000円
6，000円
合計　　　 120，000円
※他に年払いの火災保険、固定資産税など。
［住居］マンション（持ち家）
洋室
7．5畳
；瓢1識
洋室
7．4畳
??
洋室
4．4畳
物入’
??
バルコニー
キッチン
e－e〔至⊃
?ー???????
????ー
浴室
洗面室
リビング・ダイニング
　13．7畳
バルコニー
◎夫が借金体質とは知らず…
　もしかしたら、ボタンの掛け違いは結婚
当初からわかっていたのに、気づかずにい
ようとしていたのかもしれません。厳格な
実家、なにかと私をコントロールしたがる母
の手から逃れたくもあって、友人の紹介で知
り合って4ヶ月で結婚。私が25歳、夫が30
歳の時でした。ちょうど同時期に、夫は起業
した親戚の誘いでそれまでの会社を辞め、
営業所を任されました。5人目スタートした
会社を25年後には200人規模に大成長さ
せたのですから、営業能力は高い人だと思
います。ただ、お金の管理能力は甘いとわ
かっていたお義父さんが、結婚前に「大雑把
な奴だけれど、それでもいいか」と町尽しさ
れた言葉を、もう少し真剣に受け止めれば
よかったかもしれません。
　結婚当初は、それまでの自分の家庭環境
との対比もあって、なんて気楽で楽しいんだ
ろうと思いましたが、最初に「？」と感じたの
は、薄給の中で積み立てていたお産の費用
を持ち出された時です。結婚前から借金を
抱えていたようで、その穴埋めに使ったこと
が不用意に置いてあった受け取りから容易
に窺い知れました。子どもが保育園に入っ
た頃には、継続的に借金を返済しているこ
とは確信に変わり、その時点で「この人はお
金にルーズな人だ」と割り切って、いつどう
なってもよいように資格を身につけようと決
心。パートなどで働いて授業料を貯めては
勉強するという繰り返しで、簿記一級資格を
取りました。「いまに見ていろ」という気持ち
もありましたね。
　決定的だったのは、子どもが中学生の頃
に、金額のかなり大きい借金が発覚したこ
と。私の実家からもお金が出ている共同名
義の土地を、勝手に私の判も押して担保に
入れ、投資目的でゴルフの会員権を2つ買
ったのです。「俺の稼いだ金で子どもの将来
のために買ったんだ。文句あるか」といった
態度で、この出来事がさらに私の資格取得
手に拍車をかけて、税理士試験を目指し始
めました。
　その頃の夫は、会社が急成長していて多
額の交際費は現金渡しきりで使いたい放
題。まかされていた海外部門ではりべ一トを
現金で受け取り、親族である経営トップに
横流しをしていました。その経営トップが亡
くなった後、1年閤、それをそっくり自分の
ポケットに入れていたことが発覚。会社を
クビになり、使い込んだお金は借金となり
ました。今から4年前、私が53歳の時でし
た。
◎離婚までの泥沼の3年間
　実は、その3年前の50歳の時に私の気持
ちは爆発して「夫の老後を看たくない」とい
う気持ちが一気にお腹の底から湧き上がっ
て、離婚を明確に意識するようになっていま
した。それまでもいろいろ葛藤はありまし
たが、誰にも言わず心の中に封じ込めてい
たんですね。引き金になったのは、就職して
一人暮らしを始めた長男が、夫と同じよう
に借金をしていることがわかったこと。何か
の会員権の購入と、悪徳商法の一種と思わ
れる帝王学セミナーの会費支払いにローン
を組み、督促状が届き始めたのです。それ
に気づいた時、ショックで神経がおかしくな
り、4科目まで合格していた税理士試験も受
けられなくなりました。最後の5科目目の受
験1ヵ月前のことでした。
　精神的に折れた私に、夫は「子どものこ
とは任せていたんだから、お前が悪い」の一
点張り。家の中はグチャグチャになり、私は
心療内科に1年通いましたが症状は改善さ
れず、先生が「家庭状況を聞きたい」と夫を
呼び出してくれて、続く1年は夫婦でカウン
セリングを受けました。でも「いつも俺一人
が一方的に悪いと責められる」と、1年後に
は夫は通うのを止めてしまいました。
　その時です。「夫の定年退職を待って離婚
しよう」と決意したのは。離婚をロにした段
階で夫は「稼ぎもないのに何をたわけたこ
とを言っている。家庭内別居でもかまわな
い、家政婦として雇ってやる」と暴言を吐き
ました。私は夫の身の回りのことが一切で
きなくなり、食事の仕度をするのも吐き戻
すようになったので、割り切って家政婦さん
を頼み、一緒に家事をこなすという変則的
な家庭内離婚のような生活に入りました。
　そして、その1年後に夫は会社をクビにな
ったのです。夫は「申し訳ない」と初めて頭
を下げました。私は即、「いいんです。その
かわり離婚して下さい」と切り出し、夫も自
分に非があるわけですから、すんなり応じ
てくれました。
◎布石を打って、円満離婚
　ここからは、円満離婚したと言ってもよい
のではないでしょうか。社宅から出て行く
互いの引越しも、家族全員で手伝いました。
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